
様式１ 令和７年度　　山梨県立北杜高等学校評価報告書（自己評価・学校関係者評価） 　

Ａ 4

Ｂ 3

Ｃ 2 あまりできていない。

Ｄ 1

番号 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 達成度 成果と次年度への課題・改善策 意見・要望等

①育てたい生徒のゴールイメージを明確に持
ち、社会で生きていくためのレディネスを整
えることができるような授業改善・授業実践
に取り組む。

②生徒が授業で学んだ知識・技能を実生活で
活用する場面を設定し、生きて働く学力を身
に付けることができるように学校教育全体を
通して取り組む。

③シラバス、学習の手引き、スタディサプリ
を活用し、生徒が見通しを持って、基礎学力
及び家庭学習の定着を図ることができるよう
に努める。

①様々な体験活動や部活動等への積極的な取
り組みを通して、コミュニケーション能力を
高める。

②自己を正しく理解させ、在り方や生き方に
ついて考えさせる取り組みを実践し、自己有
用感や充実感を育む。

①本年度は、生徒の学校生活における重点目
標を、(1)服装・頭髪、身だしなみを整える。
(2)時間を守る。(3)整理整頓に努めるとし、
生徒が主体的に基本的生活習慣の確立及び集
団生活のルールやマナーを遵守する態度を持
つことができるように取り組む。

②生徒の主体的な活動を推進し、自主自立の
精神と道徳性の向上に努める。

①学校ホームページや便りによる情報発信を
工夫し、ホームページ等の充実を図る。

②学校運営協議会や地域の企業や関係機関と
の交流を深め、地域に開かれた学校づくりに
取り組む。

③授業等において効果的な外部人材の活用に
取り組み、業務の役割分担・適正化に努め
る。

①条例に定めのある勤務時間を周知し、自主
的・自発的な勤務時間管理を徹底し、働きや
すい学校を目指す。

②年間行事の精選、検討に取り組み、校務分
掌の再編を進める。

留意点 （１）重点目標と評価項目については、各学校の現状と課題に基づき、実情に合わせて重点化し、設定する。
（２）学校関係者評価については、年度当初に今年度の重点目標の現状と具体的対策を説明し、評価に必要な情報提供を計画的に行う。学校関係者評価実施日とは、最終回の学校評価委員会等を開催し、学校自己評価を踏まえて評価を受けた日とする。
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家庭・地域・関係機
関への教育活動の周
知及び連携の促進

生徒･保護者･職
員の評価アン
ケート、学校運
営協議会委員の
評価、生活実態
アンケートなど

生徒･保護者･職
員の評価アン
ケート、学校運
営協議会委員の
評価、生活実態
アンケートなど

生徒･保護者･職
員の評価アン
ケート、学校運
営協議会委員の
評価、生活実態
アンケートなど

2

問題解決能力及び共
生・共感を培う人間
関係づくりの育成

・体験活動や部活動等への積極的な参加を促すことで、生
徒が相手の立場を考えながら関わろうとする姿勢が見られ
るようになってきた。今後は、こうした経験を学校生活全
体に生かせるよう、指導・支援の工夫が求められる。
・　キャリア教育を中心に、生徒が自己理解を深め、将来
の在り方や生き方について考える取組を進めてきた。自己
表現の機会や肯定的な声掛けにより、自己有用感や充実感
を感じている生徒も見られるが、個人差も大きく、より多
くの生徒が実感できるような支援の工夫が求められる。

主体的・対話的で深
い学びに向けた指導
の充実

・重点目標を明確に示し、教職員全体で指導に当たること
で、生徒が基本的な生活習慣や学校生活のルールを意識す
る場面が増えてきた。今後は、指導を受けて行動する段階
から、生徒自らが主体的に実践できる段階へとつなげてい
くことが課題である。
・教職員全員で生徒の主体的な活動を支える取組を進めた
ことで、自主自立の意識や道徳性の向上が感じられる生徒
も増えてきた。今後は、すべての生徒が日常の学校生活の
中でその力を発揮できるよう、指導や支援のさらなる工夫
が求められる。

3

自主自立の生活の向
上を図り、個性豊か
な人間性を育成する

「働き方改革」を踏
まえて業務の見直し
を図る

・全体として大幅な超過勤務は見られず、勤務時間管理に
対する意識の向上がうかがえる。一方で、業務内容や役割
の違いから、特定の教職員に勤務時間が偏る傾向も見ら
れ、さらなる業務の見直しと分担の工夫が課題である。
・特色ある学校教育の維持を意識しながら、年間行事や校
務分掌の在り方について検討を行ってきたが、行事の目的
や教育的効果を重視する中で、行事数の削減には至ってい
ない。また、教員定数の減少が進む中で、業務の負担や体
制面への影響も見られることから、引き続き行事の精選と
組織体制の見直しが必要である。

5

B

不十分である。(４割以上)

達成できなかった。（４割以下）

良くできている。

できている。

できていない。

評価

自　　　　　己　　　　　評　　　　　価

達
成
度

自己評価結果

・生徒は社会に貢献したいという意欲を持っているもの
の、学習した内容を将来どのように生かしていくのかにつ
いて、具体的なイメージを持たせるまでには至っていな
い。各教科・科目や総合的な探究の時間等において、卒業
後の進路や社会とのつながりをより意識させる授業改善が
今後の課題である。
・生徒が主体的に活動できるよう、リーダーの育成を意識
した指導・支援を行ってきたが、実際にリーダーとして活
動する経験の機会はまだ十分とは言えない。今後は、より
多くの場面で役割を担わせる工夫が必要である。
・生徒が見通しを持って学習に取り組めるよう、シラバス
等を活用した指導を行い、主体的な家庭学習の促進を図っ
た。教科によっては、課題設定の工夫により学習成果が見
られたが、全体として家庭学習の定着には十分至っておら
ず、継続的な取組が必要である。

1

評価

年度末評価（令和８年２月６日現在）

１　主体的・対話的で深い学びを目指す。

２　問題解決能力及び共生・共感を培う人間関係づくりを推進
する。

自己実現を目指すために、学ぶ意欲、問題解決能力、個性豊かな人間性を養う 山梨県立北杜高等学校校長　　　花輪　孝徳

学校関係者評価

実施日　（令和８年３月３日）

ほぼ達成できた。（８割以上）

概ね達成できた。（６割以上）

本年度の重点目標

学校目標・経営方針

本年度の重点目標

５　「働き方改革」を踏まえて業務の見直しを図る。

３　自主自立の生活の向上を図り、個性豊かな人間性の育成
に努める。

４　家庭・地域・関係機関への教育活動の周知及び連携の促
進を図る。

勤退管理システ
ムの集計表、職
員評価アンケー
ト

・働き方改革における勤務時間管理は，喫緊の課題だと考える。教育活動の
充実・教職員のやりがいやモチベーションを損なうことなく、業務改善や業
務偏りの見直しを進めることは、管理職の先生方にとって大変なことだと思
う。まずは、風通しの良い職場の実現を目指し、伝え合える関係の構築が大
切だと（自分自身も）痛感している。
・時代に即した働き方改革は不可避なので、継続した改善を期待している。
・業務改善についての意識の向上があり、超過勤務の状況が改善しているこ
とは評価できる。業務改善について、全職員が自分事と捉え、業務の平準化
やICT機器の利活用を通しての効率化をなお一層進めていくことで改善が図
られていくことを期待している。

3

3

3

・引き続き自主的・自発的な勤務時間管理を促してい
く。あわせて、業務内容や役割の偏りを見直し、校内
での情報共有や協力体制を強化することで、特定の教
職員に負担が集中しない働きやすい学校づくりを進め
ていく。
・年間行事や校務分掌について、数量的な削減にとど
まらず、教育的目的や効果を改めて整理した上で、内
容や実施方法の見直しを進めていく。あわせて、限ら
れた人的資源の中でも特色ある学校教育が展開できる
よう、校務分掌の役割や連携の在り方を検討し、持続
可能な学校運営体制の構築を図る。

B

・生徒が基本的生活習慣や集団生活のルール・マナー
を、指導されて守る段階から、自ら意識して実践でき
る段階へと高められるよう、引き続き学校全体で指
導・支援を行っていく。特に、服装・頭髪、時間の遵
守、整理整頓については、生徒自身が目標を振り返る
機会を設け、主体的な行動の定着を図る。
・　生徒が主体的に活動する機会を一層充実させ、自
主自立の精神と道徳性をより確実に身に付けられるよ
う、学校生活全体を通した指導・支援を継続してい
く。特に、生徒自身が考え、判断し、行動する場面を
意図的に設定するとともに、活動後の振り返りを通し
て自らの在り方を見つめ直す指導を充実させていく。

・学校ホームページやスタディサプリを活用した情報発
信を行っているものの、保護者によって情報の受け取り
方に差が生じていることが課題である。特に、スタディ
サプリを十分に活用していない保護者への情報伝達方法
や、ホームページの内容・構成の分かりやすさについ
て、さらなる工夫が求められる。
・学校運営協議会を核として、地域の企業や関係機関と
の情報共有や協議の機会を充実させ、教育活動への参画
を一層促していく。生徒にとって学びの広がりにつなが
る交流の場を意図的に設定し、地域とともに歩む学校づ
くりを進めていく。
・授業に限らず、学校行事やキャリア教育、特別活動等
においても外部人材との連携を推進し、専門的な助言や
アドバイスを教育活動全体に生かしていく。外部人材の
専門性を明確に位置付け、教職員との協働を通して、生
徒の学びや成長につながる効果的な活用を学校全体で計
画的に進めていく。

・生徒が主体的に活動する機会を一層充実させるためには、生徒の自己肯定
感・有用感を向上させていく取組が重要と思われる。学校として生徒自身が
考えていることやニーズについて傾聴する機会をさらに増やし、学校が持続
可能な範囲で応えていくことで、学校への信頼感も増し、愛校心の拡充にも
つながると思われる。北杜高校において自分が考えていることが実現する成
功体験を重ねることを通して、生徒自身が考え、判断し、行動する意欲の向
上につながると思う。
・高校生に限らず、生徒の主体性と，教育上・学校運営上の指導のバランス
は、とても難しいと感じる。そんな中、「教職員全員で生徒の主体的な活動
を支える取組を進めたことで、自主自立の意識や道徳性の向上が感じられる
生徒も増えてきた」ことは素晴らしいことである。上記同様，そういった生
徒の増加が，必ず他の生徒にも影響するはずであるので、継続したご指導を
よろしくお願いしたい。

・学校ホームページの更新や、スタディサプリを活用した各種便り・お知ら
せ、行事予定等の情報発信に重点を置いているということであるが，北杜高
校の特長をより多角的に発進していけるとよいと思う。地域と連携した食品
開発や全国，県で活躍している部活動の様子等を報道機関に取材してもらっ
たり，広報誌で情報提供したりすることなどを通じて，「既存の素晴らし
さ」を生徒，教職員の負担にならない中で発信していけるとよいのではない
か。地域や小中学生に魅力を理解してもらえるよう発信していくことで北杜
高校のイメージアップにつなげていけるとよい。
・授業に限らず、学校行事やキャリア教育、特別活動等においても外部人材
との連携を推進し、専門的な助言やアドバイスを教育活動全体に生かしてい
ることを今後もぜひ継続していけるとよい。今後も外部人材の専門性を明確
に位置付け、教職員との協働を通して、生徒の学びや成長につながる効果的
な活用を学校全体で計画的に進めていってほしい。
・学校内では、さまざまな取り組みが精力的に進められており、学校ホーム
ぺージ等については、外部の専門家の意見も参考にするなどしながら、より
伝わる制作方法を探る取り組みを進めてほしい。

生徒･保護者･職
員の評価アン
ケート、学校運
営協議会委員の
評価、生活実態
アンケートなど

・　学校ホームページの更新や、スタディサプリを活用し
た各種便り・お知らせ、行事予定等の情報発信に努めてき
た。しかし、ホームページによる情報発信については内容
や分量が十分でないと感じている保護者の声もあり、情報
の充実に課題が残った。また、スタディサプリを日常的に
確認していない保護者も一定数いることから、情報が十分
に行き渡っていない状況が見られる。
・学校運営協議会や地域の企業・関係機関との交流を通し
て、学校教育を支える体制づくりを進めている。その結
果、外部の知見や支援を教育活動に生かすことができてい
るが、地域とのつながりをさらに深めるための工夫が今後
の課題である。
・外部人材を授業等に積極的に取り入れることで、学習内
容の充実や専門的な指導・助言を得られた。しかし、外部
人材の活用が一部にとどまっている面もあり、業務の役割
分担や連携の在り方については今後さらに工夫が必要であ
る。

B

B

B

・いずれの取組についても、生徒一人一人の実態に応じた個別最適な学びを
保障できるよう教職員の指導方針のベクトルが学校目標に向いていることが
重要である。学校としての方針を更に浸透できるように取り組むとともに、
課題解決に向けての第一歩に何をしていけば効果的なのかを精査して、職員
全体で共通理解して実践していくことが成果につながっていくと思う。
・生徒一人ひとりに沿った、丁寧な学習指導・進路指導に頭が下る。卒業が
ゴールではないことは当然のことだが、社会で生きていくために必要な資
質・能力の育成に向けて、進路指導と合致した学習指導をお願いしたい。
・毎回の授業・単元全体で見通しを持って学習に臨むことで、振り返りを次
時につなげる意識が生まれ、家庭学習の充実にも役立てられると思う。その
ためには、その仕掛けづくりが授業者に求められる。簡単にできることでは
ないが、そういった習慣付けができるよう取り組んでほしい。
・実社会の課題や職業と関連付けた授業実践の充実は、それらにリアリティ
を持たせることにもつながり効果的である。その実践例としては、例えば、
「情報」の授業において、基礎的事項を習得した後、ITエンジニアの仕事の
基礎的初歩的な事柄を体験し、その内容及び社会的意義を理解するなどがあ
げられる。

・様々な体験的な活動を仕組み、また充実した部活動を実施していただいて
いると感じる。それらの成果が「相手の立場を考えながら関わろうとする姿
勢」に表れているのだと感じる。また、そういった姿勢を示す生徒が増える
ことで、他の生徒も相乗的な変化が見られるはずである。今後も継続したご
指導をよろしくお願いしたい。
・個人個人の個性を育てる取り組みに発展するように期待している。
・生活実態アンケートなどのアンケートを通して、生徒同士で仲間の道徳的
な行動などをあげ、互いに認め合えるような取組があったらよいのではない
かと考える。数値化がなかなかできな非認知能力、自己有用感を高まってい
くことを期待している。

3

3

・社会貢献への関心を持つ生徒の意識を、具体的な取
組や進路意識へと発展させるため、学習内容を実社会
の課題や職業と関連付けた授業実践を充実させる。あ
わせて、学びが将来どのように生かされるのかを言語
化させる場を設け、生徒のレディネス形成を意識した
指導を進めていく。
・リーダー育成を一部の生徒に限定せず、学級や学
年、委員会活動等において役割を分担・循環させるこ
とで、多くの生徒がリーダーとして活動する経験を積
めるようにする。あわせて、教員による適切な助言を
行い、生徒の主体的な活動を支援していく。
・家庭学習の定着を図るため、シラバスや学習の手引
きをより効果的に活用し、生徒が学習の計画と振り返
りを意識できる指導を充実させる。あわせて、スタ
ディサプリ等の学習ツールの活用方法について教科間
で共通理解を図り、努力が成果として実感できる課題
設定を学校全体で共有・推進していく。

・体験活動や部活動等への参加をより促進するととも
に、協働して取り組む場面における役割分担や声掛け
などを意識させる指導を行う。生徒が自らの関わりを
振り返り、次の行動につなげられるような支援を継続
していく。
・キャリア教育を核として、生徒が自らの強みや役割
に気付き、将来の在り方を考えられる学習や活動を充
実させる。あわせて、日常的な声掛けや振り返りの場
を工夫し、肯定的な評価が生徒の自己有用感の向上に
つながるよう、学校全体で共通理解を図っていく。


